
一 般 質 問

栗山自治会のニジマスつかみ取り大会ではしゃぐ子どもたち
山
やま
岸
ぎし
はる美

み
 議員

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
確

保
を
含
め
た
若
者
定
住
対
策
、
母
子
保

健
施
策
の
充
実
、
保
育
料
の
軽
減
な
ど

総
合
的
な
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を

①
　
山
間
地
集
落
で
は
、
隣
同
士
の
声

掛
け
で
安
否
確
認
が
で
き
た
り
、
人

と
人
の
つ
な
が
り
で
集
落
の
機
能
維

持
が
支
え
ら
れ
て
き
た
。

　
　
し
か
し
、
過
疎
化
が
進
み
戸
数
が

減
少
し
て
い
く
中
で
、
町
は
、
住
民

の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
対
処
を
し
て
い
く
の
か
。

②
　
国
道
３
４
０
号
線
の
野
中
地
区
に

あ
る
道
路
情
報
表
示
板
は
故
障
の
繰

り
返
し
で
す
。

　
　
特
に
も
、
冬
場
の
温
度
表
示
が
路

面
凍
結
の
目
安
と
な
り
、
安
全
走
行

に
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
管
理
す

議
員こ

れ
ま
で
も
町
で
は
少
子
化
対
策
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
出
生
数
は
平
成

に
入
っ
て
か
ら
は
２
年
の
96
人
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
少
し
続
け
、
平
成
20
年
は

26
人
と
い
う
状
況
で
す
。

少
子
化
対
策
の
成
果
は
。

町
長こ

れ
ま
で
「
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
・
く
ず
ま
き
」
を

基
本
理
念
と
し
「
子
育
て
支
援
計
画
」

を
策
定
し
、

①
　
安
心
し
て
出
産
や
育
児
が
で
き
る

環
境
整
備
。

②
　
家
庭
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体

制
整
備
。

③
　
子
育
て
支
援
で
は
、
子
ど
も
の
利

益
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
。

④
　
子
育
て
を
社
会
の
問
題
と
し
て
と

ら
え
、地
域
社
会
全
体
で
支
援
す
る
。

の
４
項
目
を
中
心
と
し
て
、
子
育
て
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
少
子
化
の
進

行
に
は
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態

で
、
平
成
17
年
４
月
か
ら
４
年
の
間
に

子
供
を
産
み
育
て
る
世
代
で
あ
る
20
歳

代
か
ら
40
歳
代
ま
で
の
人
口
は
18
・
６

㌫
減
少
し
て
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
状
態

る
県
に
対
し
て
、
迅
速
な
対
応
を
求

め
る
べ
き
で
な
い
か
。

地
域
情
報
通
信
基
盤
施
設

整
備
事
業
で
周
知
を
図
る

①
　
平
成
22
年
度
に
整
備
完
了
予
定
の

地
域
情
報
基
盤
施
設
で
は
、
議
会
中

継
、
防
災
情
報
、
各
種
行
政
情
報
を

速
や
か
に
正
確
に
提
供
し
て
い
く
た

め
映
像
や
文
字
に
よ
る
放
送
を
実
施

し
ま
す
。

　
　
町
民
の
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
補
完

で
き
る
よ
う
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

②
　
道
路
情
報
表
示
板
に
つ
い
て
は
、

早
急
な
修
復
を
県
に
要
請
し
て
い

ま
す
。

少
子
化
対
策
の
成
果
は

上
が
っ
て
い
る
か

憂
慮
す
べ
き
状
態
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
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各種イベントが開催されるカラマツ集成材を多く使ったもく・木ドーム

姉
あね
帯
たい
 春
はる
治
じ
 議員

上
と
適
切
な
保
育
・
間
伐
の
促
進
を
図

り
、
持
続
可
能
な
循
環
型
林
業
を
確

立
す
る
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
振
興
に

つ
い
て

①
　
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金

事
業
に
よ
り
、
森
林
整
備
が
進
ん
で

い
る
と
思
う
が
伐
採
面
積
は
。

②
　
カ
ラ
マ
ツ
集
成
材
利
用
実
績
と
今

後
の
見
通
し
は
。

③
　
森
林
整
備
造
林
補
助
事
業
が
推
進

さ
れ
て
い
る
が
、
造
林
実
績
は
。

町
長森

林
を
育
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、

森
林
所
有
者
が
保
育
や
間
伐
な
ど
の
必

要
性
を
十
分
理
解
し
、
積
極
的
に
森
林

整
備
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
が
、

肝
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
　
利
用
期
に
達
し
た
樹
木
を
伐
採
す

る
主
伐
が
、
20
年
度
は
32
件
１
２
６

㌶
、
21
年
度
は
２
月
15
日
現
在
で
38

件
１
４
６
㌶
の
実
績
で
、
年
間
で
は

30
件
程
度
、
面
積
で
１
５
０
㌶
前
後

の
主
伐
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
　
町
内
で
は
「
も
く
・
木
ド
ー
ム
」

を
は
じ
め
、
畜
舎
・
堆
肥
舎
の
ほ
か

一
般
住
宅
で
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
今
年
度
整
備
の
「
農

業
体
験
交
流
施
設
」
の

構
造
材
に
も
使
用
し
て

い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
埼
玉
県
の
住

宅
建
設
業
者
が
、
カ
ラ

マ
ツ
集
成
材
を
使
用
し

て
い
る
な
ど
、
需
要
は

拡
大
傾
向
に
あ
り
、
今

後
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

③
　
19
年
度
が
50
件
39
㌶
、

20
年
度
が
54
件
55
㌶
、

21
年
度
が
47
件
52
㌶
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
近
の
伐
採
後
に
お

け
る
再
造
林
率
は
、
概

ね
40
㌫
か
ら
50
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
再
造
林
率
の
向 カ

ラ
マ
ツ
集
成
材
の

利
用
見
通
し
は

需
要
拡
大
傾
向
、
今
後
に
期
待

教
員
・
町
営
住
宅
の

入
居
状
況
と
管
理
は

教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
教
員
住
宅

と
町
営
住
宅
の
入
居
状
況
と
維
持
管

理
は
。

長
期
継
続
し
て
入
居

良
好
な
管
理
と
認
識

教
員
住
宅
は
、
５
小
学
校
、
３
中
学

校
で
39
戸
あ
り
、
そ
の
う
ち
教
職
員
の

入
居
利
用
は
18
戸
（
46
・
２
㌫
）
で
、

一
般
入
居
が
６
戸
あ
り
、
合
計
24
戸

（
61
・
５
㌫
）
が
入
居
利
用
さ
れ
て
お

り
、
毎
年
相
応
の
修
繕
を
し
な
が
ら
、

維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
は
４
団
地
54
棟
66
戸
を
管

理
し
て
お
り
、65
戸
に
入
居
し
て
ま
す
。

小
屋
瀬
住
宅
５
戸
以
外
は
、
全
て
水

洗
化
し
て
お
り
、
居
住
性
及
び
利
便
性
に

配
慮
し
た
住
宅
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

くずまき議会だより No.150  平成22年4月21日発行11


